緑化面積計算書
	①
	敷地面積
	
	
	㎡

	②
	緑化控除面積
	建築面積（付属建築物含む）
	
	㎡

	
	
	公共・公益施設（ごみ集積所等）
	
	㎡

	③
	緑化対象面積
	①　※中高層建築物事前協議の場合は、緑化控除②はなし
	
	㎡

	④
	緑化率
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	％

	⑤
	必要緑化面積
	③×④
	
	㎡

	ア
	中高木で植栽
	Aタイプ
	別添の中高木緑化算出書による
	
	㎡

	
	された土地
	Bタイプ
	別添の中高木緑化算出書による
	
	㎡

	
	
	Cタイプ
	別添の中高木緑化算出書による
	
	㎡

	
	
	Dタイプ
	別添の中高木緑化算出書による
	
	㎡

	イ
	低木・芝等で植
	低木
	1㎡当たり5株以上の植栽面積
	
	㎡

	
	栽された土地
	芝
	
	
	㎡

	
	 (壁面緑化含む)
	地被植物
	
	
	㎡

	ウ
	生垣
	道路に接するもの
	延長
	m
	×高さ
	m
	
	㎡

	
	
	道路に接しないもの
	水平投影面積
	
	
	㎡

	エ
	花壇
	
	面積
	
	㎡×緑化率換算50%
	
	

	オ
	のり面保護草地
	
	
	
	㎡

	カ
	緑化駐車場
	緑化ブロック
	面積
	
	㎡×緑化率換算50%
	
	㎡

	
	
	芝保護材
	面積
	
	㎡×緑化率換算70%
	
	㎡

	
	
	その他
	
	
	
	
	㎡

	キ
	修景施設
	透水性ブロック
	面積
	
	㎡×緑化率換算20%
	
	㎡

	
	
	エコブロック
	面積
	
	㎡×緑化率換算20%
	
	㎡

	
	
	透水性舗装
	面積
	
	㎡×緑化率換算10%
	
	㎡

	⑥
	合計
	
	
	㎡

	
	
	OK
	NO


注1）高木は3.0m以上、低木は1.0m以下、中木は1.0mを超え3.0m未満とする。
注2）緑視面積は、人間の視野範囲における緑量（面積）で別に定める。
注3）中高木は、別に定める成木時における補正を加算することができる。

注4）修景施設は、修景ブロック舗装および池・庭石・坪庭などに類似するものとする。

注5）道路とは、建築基準法第42条第1項各号および第2項で指定されたものとする。

別添　中高木緑視面積算出表
	樹形タイプ
	葉張
Ｗ
	高さ
H
	①緑視
面積
	②計画
本数
	③補正
(n：1～3）
	算定式

①×②×③
	小計

	
	(m)
	(m)
	(㎡)
	(本)
	
	
	

	Ａタイプ
	
	0.4
	1.5
	0.25
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.6
	2.0
	0.57
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.8
	2.5
	1.00
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.0
	3.0
	1.57
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.2
	3.5
	2.26
	
	
	
	
	㎡

	
	A=
	4πr2
	
	1.5
	4.0
	3.53
	
	
	
	
	㎡

	
	
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Ｂタイプ
	
	0.4
	1.5
	0.38
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.6
	2.0
	0.77
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.8
	2.5
	1.30
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.0
	3.0
	1.96
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.2
	3.5
	2.76
	
	
	
	
	㎡

	
	A=
	πr(r+a)
	
	1.5
	4.0
	4.02
	
	
	
	
	㎡

	
	
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	㎡

	Ｃタイプ
	
	0.4
	1.5
	0.75
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.6
	2.0
	1.54
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.8
	2.5
	2.60
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.0
	3.0
	3.92
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.2
	3.5
	5.53
	
	
	
	
	㎡

	
	A=
	2πr(r+h)
	
	1.5
	4.0
	8.05
	
	
	
	
	㎡

	
	
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	㎡

	Ｄタイプ
	
	0.4
	1.5
	0.13
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.6
	2.0
	0.28
	
	
	
	
	㎡

	
	
	0.8
	2.5
	0.50
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.0
	3.0
	0.79
	
	
	
	
	㎡

	
	
	1.2
	3.5
	1.13
	
	
	
	
	㎡

	
	A=
	4πr2
	
	1.5
	4.0
	1.77
	
	
	
	
	㎡

	
	
	4
	
	
	
	
	
	
	
	
	㎡

	合計
	
	
	㎡


注1）緑視面積は、本表による。ただし、実緑視面積によることも可能とする。

注2）補正ｎは、（成木時の高さ／植栽時の高さ）とする。ただし、ｎが3.0以上の場合は、3.0とする。

注3）成木時の高さは、緑化樹木ガイドブック（財団法人　建設物価調査会）等の生育域高さにより仮定するものとする。
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